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新任のあいさつ

場 長 山 田 信 夫

今回の異動で場長を拝命いたしました｡

富士丸の建設や､試験研究の面でも多くの業

績を残して退任されました奈良正人前場長や､

諸先輩の足跡を汚さぬよう業務を進めて参りた

いと思いますので､前任者同様よろしくお願い

いたします｡

厳しい水産情勢の時にこそ､水産試験場の力

をフルに発揮して､水産関係者の方々の御要望

に応えるよう､4分場,富士丸､駿河丸､あま

ぎの3船ともども頑張りたいと思います｡

今年度の水試の兼務は､資源管理型漁業の確

立､栽培漁業の推進､水産物の高度利用と消費

拡大､養殖漁業における魚病対策と高品質化等

の推進､漁場の保全､先端技術の導入と活用の

6つの柱を中心として進めたいと考えておりま

す｡これらの試験研究は139の課題に分けてあ

り､直 ぐに皆様方のお役に立つものもあります

が何年かの成果を積み重ねはlitらTilいものもあ

ります｡いずれにしても､皆様方の卸理解と御

協力1i'Lには兼務を進めることは出来ません｡

そのために､普及政員を中心とした普及業務を

一層強化したいと思います｡

最近､青年協議会や漁業士制度の発足によっ

て水産試験場を訪れてくれる方々が多く1ごり､

喜ばしいことと思っております｡今後､さらに

多くの方々が気楽に訪ねて下され､御意見やら

御鞭錘をいただきますようお願いいたしまして

挨拶とさせていただきますC

退任のあいさつ

前場長 奈 良 正 人

このたび､住み慣れた水試を去ることにTi-り

ました｡

顧みますと昭和33年4月､静岡県水産試験場

(当時本場は清水市にありました)に事故以来､

公害防止センター､水質保全課､衛生環境セン

ター､そして再び水試本場と6年間の公害 ･衛

生部局勤務を除き24年間を水試本場で過ごさせ

ていただきました｡

この間､内にあっては俳れた上司､同僚そし

て素晴らしい後輩に恵まれ､外にあっては多く

の水産業界の皆様並びに大学 ･研究機関の学者､

研究者のご指導とど協力を得て､どうにか職務

を果たすことが出来ました｡心から厚く御礼申

し上げる次第です｡

水産情勢はますます厳しく､緊急に解決すべ

き多くの課題を鼓しておりますが､幸い後任の

山田場長をはじめベテランの新進気鋭の人達が

張り切っております｡新場長を中心に新た11-汰

意で､本県水産兼の振興のため頑張ってくれる

ものと確信しております｡また､糞界の皆様に

大変11-と支援をいただき3月竣工した第七世富

士丸も､新鋭調査機器を駆使して皆様のど要望

にこたえるペく､乗組員一同張り切っておりま

す｡大いに期待して下さい｡

永い間のご厚情まことにありがとうございま

した｡

本県水産糞のますますの発展と皆様のご健勝

をお祈りして､退任のど挨拶といたします｡
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昭和62年漁期サンマ漁況の経過とサンマの桐査

8月6日に20トン未満の小型船が､そして19

日lこは40トン以上の大型船が解禁となって幕を
明けた昭和62年のサンマ棒受網漁は､12月中旬

には表 1のようTi-実績を残 して終漁とTよりまし

たo 水場iは昨年 より8千 トンはど少ない

209.401トンで62年を含めた過去5年間のうち
では最少となりましたが､5年続けて20万 トン

以上を維持 しての中漁であったといえるでしょ

う｡kg当たりの平均単価は､昨年 とほぼ同 じ

152円でしたが､道東沿岸で好漁の続いた一昨

年の60年漁期の平均単価70円に比べると約2倍

の値となりました｡単価が150円を下回わると

魚価が高いという消費者の苦情は少なくなりま

す｡ しかし､漁家にとっては150円を超せば安

定経営が維持できるといわれていますので今年

度の価格は､十分ではありませんが､両者の必

要条件を一応満たしたものであるといえるかも

しれません｡ さて数字の話はこれくらいにして､

9月中旬から10月初頭かこかけて謁査船駿iL･JjLが

行った魚群分布調査結果とともに､漁況の経過

lこついて述べたいと思います｡

表 1 サンマ全国水措Jの推移

水揚数量 水場金額 平均里価
(トン) (百万円) (円/k9)

53 367,571 35.987 98

54 271.662 18.230 67

55 192,449 22,077 115

56 159,304 28,895 181

57 192,000 55,872 291

58 232,560 31,370 134

59 223,769 29,765 133

60 259.247 18,307 70

61 217,504 33,237 153

62 209,401 31,000 152

〔8月-9月上旬の漁況〕

小型船は8月上旬に シンゾル島沖 46030′～

47030′N･154-155oEで操業を開始 したも･の

の薄漁で､良い船で1トン前後の漁獲でした｡

14日には花咲港で12隻､厚岸で2隻が計44ト

ンの初水揚げを行いましたが､不漁の気配から､

8.5kg入り商品にkg当り2,500-3,000円とい
う高値がつけられました｡ しかしその後､8月

19Elには40トン以 Lの大型船が出漁して23日頃

には早くも好漁がみられました｡主漁場は昨年

より緯度Iこして 1度はど北 寄 りの松輪島沖の

47020′～48oN･154020′～50′Eやウルップ鳥沖

の45-46oN･151-152oEで形成され_漁獲

は人些船で 1晩10トン以 ヒありましたが､魚休

は小狩J.姐が多かった模様です｡

9月上旬の主独域も郎j月に引き続き､道虫か
ら2昼政かかる松輸出南東からシンソル良知の

46030′以北に形成されましたが､ 水場虚は思わ

しくありませんでした｡これには台風によるシ

ケで嫌濃が思 うようにできず､漁社一努力が十分

に災LI-lLlilかったことに加え､月齢15E]前後の

満月の攻にあたるため集魚灯の先払劫火が薄れ

たことも影響 していたと思われます｡

凶 1は62咋9月中そりのサンマ触域を示したも

のです｡9月15日に1よって漁場は154-155oE

･45010′～46oNや46050′N以｣との親潮第 3分枝

沿いの水舶10℃前後の海域 (漁似A)に形成さ

れていました｡このLL)縮部千㍍火jjの潮境は史

李にサンマの餌としてLf･_t斐なオキアミ類やかい

あし知litどの動物プランク トンの繋船がたいへ

ん盛んTilところです｡例えは8月のプランクト

ン湿屯も主(丸特ネットによる水深 150mから滋

Idまでの鉛直曳採災)では､遠州灘における採

貼値の数倍の10g以上にIより､時lこは20gを超

すこともあります.サンマはここの9㌢,tH'Ti'餌を

めざして､伊由諸鳥iti-鮎や紅 由､あるいはノし州
近糾からもiL･'<潮 とともに北｣二してやってくるの

です｡そしてここで 卜分に餌を食べ､脂肪を鳶

fl'i･したサ ンマは早い群では8月中11)Iこは柄 卜回

遊lこ移るといわれています｡ しか し62叶にはサ

ンマの南 卜が遅く､凶 lU)とおり9ノ｣20uELlに

なってiJ)めて王政以が45oN以内 (触場B)に形
I)Rされました｡
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150oE シンシル

EZ)中の数字は9月15日の表面水温 (℃)を示す｡

Ill■ 9月11-15日の王漁場 (漁場A)

■19月20日の王漁場 (漁場B)
･ 1品月1]呂 去…去50二三…38

駿河丸60kg漁獲位置
駿河丸130kg漁獲位置

図 1 昭和62年 9月中旬サンマ漁場図
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145oE 150oE 155oE

qlN.I,1 シンシル乙′ 1 一5○

タ､○1勺 ■■20

乙- ､.5ど'! ,. -ll■A

図中の数字は9月15日の表面水温(℃)

{■■9月11-15日の主漁場位置

図 2 昭和61年 9月中旬サンマ漁場図

図2に61年同期の漁場図を示しました｡9月

15日にすでに45oN以南の親潮第3分枝や第 2分

枝前線の水温15℃以上の水域に漁場が形成され

ていましたOまた､さらに一年前の60年漁期に

は8月末ですでに43刊以南､146-147℃の道

東沿岸で活況を呈していました｡これらに比較

すると､62年における漁場の南下はか1ilり遅か

ったことがわかります｡漁況も9月上旬に引き

続き芳しくなく､中旬後半まで一晩一隻当り数

トンの日が続きました｡魚体組成は大型魚の割

合が2-3割でした｡

〔駿河丸の第 2次および第3次航海〕

9月9日から26日にかけて駿河丸は､ ソ連

200カイリ水域外の親潮前線沿いで､スキャニ

ングソナー､魚群探知織あるいは目視による魚

群分布調査を行1よいました｡この間に駿河丸は､

サンマの群が集魚灯に反応して水面から跳ね上

がる-ネ群や､群全体がまとまり一方向に移動

するナガシ群､そしてサンマの横腹の銀白色に

より白味がかってみえるシラミ群などといった

ものに遭遇し_調査を行いました｡しかし､い

ずれも群が小さく､また全照灯をつけて停船し

ていても､誘われて大きな群が新たに寄ってく

るようなことはほとんどありませんでした｡そ

うした状況の中で､駿河丸は9月11日に40046′

N･149009′E､水温18.4℃でナガシ薄群に対

して試験操業を行い､-凶の揚網で60kg程度

を漁8-しました｡こUlうち船上で無作為に100

尾をとって体長を測定したところ9割が29cm台
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以上の大型魚が占め､最も多かった階級は30cm

台の31尾でした｡この日は15時間後に40046′N

･149008･̀E､水温18.3℃でナガシ薄群に対して

2回揚網 し130kg漁獲しましたが､船上での体

長測定結果では､こちらも29cm以上の大型魚が

9番｣以上も占める大型魚主休の群でした｡駿河

丸が試験操業した位置よりも東南の40037′N･

149048′Eで9月10日に調査船千葉丸が般多値

3km台の大型魚主休の群を漁粧 し､また21日に

は第23宝洋丸が40040′～50′N･149T)9′～58E

でやはり最多値30ctn台の漁獲物を得ています｡

このことから9月中旬に主漁場よりも緯度にし

て40南の親潮第 2分枝前線域には群の大きさは

小さい1ilからも､大型魚主体の魚群が分布 して

いたと考えられます｡さて船上で体長測定した

試料は冷凍して水産試験場まで持ち帰り､後日､

体重 ･生殖腺重量13どを測定します.9月1】El､

40046'N･149009′Eで採集した試料からさらに

無作為に選抜 した50尾に対して行った生殖腺重

量の測定結果では､1g以上の生殖腺をもつ個

体が4割もありました｡後で紹介する親潮第 1

分枝前線域で漁粧 した試料ではみられli'かった

ことですが,雌では直径 1-2mmの卵が付着糸

でつながった卵塊をもつ個体もありました｡ま

た雄では､成熟が進んで白色化している精巣を

もつのも若干数あり､そのような精巣内容物は

顕鏡すると数〝nの大きさの精細胞がぎっしり詰

まっているのが確認されました｡さらに成熟が

進むと雌では卵に栄養物質力嘩 横されて大型化

し､卵巣は5g以上にも成熟します｡そして南

下回遊の途上に､大型魚は10-3月を盛期とし

て東北海区で産卵するといわれていますo

〔9月下旬_の漁況と駿河丸第4､第5次航海〕

9月下旬以降になると､ようやく漁場の南下

が顕著となり､主漁場は43-45oN･1510-1540

3)′Eとその南西側の41-42oN･147-149oE付

近に形成されました｡また下旬後半には道東近

海の41-43oN･147-151oEにも形成されまし

たが全般的に漁況は低調でした｡駿河丸は9月

下旬後半から10月初頭にかけて､道東沿岸のソ

連 200カイリ水域外の親潮第 1分枝前線域で魚

群分布調査を行ないました｡5晩の調査期間で

魚群を発見し停船したのは全部で21回あり､こ

のうち7回が-ネ群として発見されました｡試

験撰集として9地点で17回場網しましたが､1

回あたりの漁牡出が1トンを超すような魚群の

捕促はありませんでした｡このうち5地点で採

集した試料について船上で魚体測定を行ないま

した｡最多値とlilった体長は､25ctn台が1回､

26cm台が2回､30cm台が2回でした｡目視観察

の結果､親潮第2､第3分枝前線海域ではみら

れなかった小さいジャミサンマが含まれている

のがわかりました｡5地点のうち3地点の試料

の中に20cm以下の個休が含まれていましたが中

でも9月28日に42027¶ ･145030′E､水温14.1

℃で採集した試料は､2割が20cm未満で､24cm

未満の小型魚､ジャミサンマが5割を占めてい

ました｡最多値が30ctn台を示した2つの試料に
おいても､数はわずかではありますがジャミを

含んでいました｡このようlこ中 ･小型魚の多い

組成は､主漁場のものとも､先に示した第2分

枝前線域で採集されたものとも異なっていまし

た｡また当地のサンマは大型魚でもあまり成熟

が進んでおらず､1gを超える卵巣をもつ個休

はありませんでした｡しかし､魚体の肥満度を

比較すると第 1分枝前線域で採集された魚体の

方が､第2分枝前線域で採集されたものよりも

高いことがわかりました｡例えば大型魚では前

者が肥満度4.5-4.8台､後者は4.2-4.5台

という値が精密測定の結果から計算されました

(肥満度が03違 うと体長30mの魚体では8.1

g違います｡)このことから第1分枝前線域に

分布していた魚群の大型魚は未成熟といえども､

成熟のためのエネルギーがすでに畜わえられた

サンマであることがわかりました｡

以上述べてきたとおり漁場により､サンマの

魚体組成､性成熟度､肥満度Titどの特徴に違い

のあることがわかりました｡このことは､62年

の駿河丸の漁場調査の成果のひとつと云えるで

しょう｡

【10月以降の漁況〕

10月以降､道東沿岸の親潮第 1分枝前線域に

漁場が形成されましたが､小型魚が多いため､

道東近海を南下する親潮第2分枝周辺が主漁場

となりました｡特に中旬以降は､第 2分枝が三

陸沖の畷水塊を迂回した後に三陸沿岸に接岸し

たために､三陸 ･常磐沿岸で活況を呈 し､連日

5千 トンを上回る水揚げが続 きました｡そし

て11月以降も道東近海から犬吠崎沿岸までの漁

場では断続的に好漁の日がみられ､終漁時水揚

盛は初めに示したようlit値にまで回復したので

す｡

(資源海洋研究室 川合範明)
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シラスの加工 について- Ⅰ
(釜あげ製品の冷凍保管)

シラス釜あげ製品を長期に冷凍保管 した場合

黄変 したり､第 1図に示したような ､スXが入■1
ったりして商品価値が著 しく低下する場合があ

ります｡その原因として､原料シラスの性状､

冷凍保管条件等が考えられますが､業界からの

依頼により今回は後者の灸件について検討を試

′感禦蔓慕不,A乱読,漂鳥 定一

みましたので､その結果を紹介します｡

方 法

6月初旬に漁獲されたカタクチシラスを原料

とし､用宗の加工場で容量 1Tdの自動釜で製造

された釜あげ製品を試験材料としました｡製造

の灸件は第2図に示 したとおりです.

l dLD

第 1園 シラス釜あげ製品の組織写真像 (不良品)

1) 2) 3) 4) 5)
匹亘1-回 一画 一匹 画一直 り-匝十[〕垂]

1)ポーメ1度の沸騰水で30秒
2)10秒 (送風のみ)
3)20秒 50-60℃
4)10秒

5)0-5℃､2-3時間
(以後木箱に移し換え1晩同温度で冷蔵)

第 2図 シラス釜あけ製造工程

第 1表 法 壌 区

NA 保管温度 容 器 .包 装 形 態

第 1区 -45℃′′-13℃′′ スチロール箱 (蓋付､ガムテープで目貼り､2kg入り)

第 2 区 木 箱 (責付､2kg入り)
第 a 区 スチロール箱 (蓋付､ガムテープで目貼り､2kg入り)

試験区は､まず冷凍保管湿度の高い場合と低 密閉した状態lこ分け､第 1表に示 した4区を設

い場合,ついで包装形態は風の入り易い状態と 定しました｡
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保管の期間は6-3月までの9カ月間とし､

保管後の品質判定Iこは製造を担当した用宗水産

加工組合員U氏にも立ち合ってもらいました｡

1. 色鋼 ･歯応え等の結果

色調等についての官能判定結果を第2表に示
しました｡発泡スチロール箱に入れ､目貼りを

し､-45℃に保管した第 1区は,9カ月経過後

も黄変が発生せず､歯応えも軟かく凍結前の製

品と比較しても大きli-差は認められませんでし

た ｡

-45℃に保管した場合でも､通気性のある大

箱に入れた第2区は､表面から深さ5dmまでの
表層部の変化が著しく､9カ月後の判定では歯

応えもゴム状で硬 く､また色は黄変こそありま

せんでしたが､若干黒みをおびていました｡し

かし中心部はこの様li'変化がなく品質は良好で､

このことから表層部の変質は冷蔵庫内の風によ

る冷凍乾燥が原因と考えられました｡

-13℃に保管した第3､4区は､いずれも黄

変しました｡特に木箱の第4区は9カ月後の黄

変が著しく､歯応えもポソポソの状態でした｡

第 2表 官能判定結果

Nu 黄 変 度 硬さ (歯応え) その他 (ブロックの状態)
3カ月後 9カ月後 3カ月後 9カ月後 9カ月後

1)-:白色､士～+++ :+が多くTよるに従い黄変が著しい｡

＼､_../

2)- :シラス釜あげ未来の歯切れの良さがある
慈 くlilる
*:黒色を岸びる

2.分折の結果

9カ月後の色差計 (色調の測定器)による測

定結果を第3表に示しました｡

第3表 色差計による測定結果

Nu L a b b′LX100

(開 始 時) 70.6 -1.2 3.7 5.2

(9カ月後)節 l医 66.1 -I.2 3.1 4.7

節 2区 58.2 -0.9 4.2 7.2

節 3区 63.2 -0.8 4.6 7.3

第 4区 58.7 0.6 8.9 15.2

L:りj皮 a.b:色相

このうちb値はぜi一色の強さを示しJA'変が著しい

と高い値になりますが､前記官能判定で黄変が

±～+十十:十が多くTi'るに従い歯切れが

進んでいた第 4区は15.2にも達し､官能判定の

結果とも良く一致していました｡脂質のPOV

(置酸化物価 :脂焼けの指標)及び水分含足の

測定結果を第4表に示しました｡

第4表 POV､水分量測定結果

NG POV (meq/kg) 水分且(%)
3カ月後 6カ月後 9カ月後

(開始時) (4.7) (77.8)

1 7,5 9.2 74.7

2 4.5 49.6 54.9

3 a).5 51.9 73.0

4 16.3 51.9 44.3

試験開始時の製 の塩分は､2.8%､組脂肪免は､
2.6%
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POVは.黄変の進んだ第 2､3､4区が高い

値を示し､脂質の敢化が黄変の発生に関与して

いることがうかがわれました｡また水分は､大

箱で保管した第2､4区の製品の減少が著しく､

風による乾燥をうらづけていました｡

まとめ

以上のことから､シラス釜あげ製品の長期保

管の場合は密閉して水分の蒸発を防ぐこと､li-

るペく低温状態で脂質の酸化を防ぐことが重要

と考えられました｡そしてこのような処理をし

た場合は9カ月間は充分品質保持可能と考えら
れました｡

一般lこ冷凍乾燥を防止するための保護処理方

法としては､食品添加物lこよる方法と包装材料

による方法の2つがあります｡前者はアルギン

酸ナ トリウム等の糊料を水に溶きグレーズする

方法ですがシラス製品には向きません｡後者は

今回試験 した方法で､プラスチックフィルムに

よる内装､ワックスカー トンボックスや今回使

用した発泡スチロール箱等による内装 (内相)I

耐水段ボール箱等による外装 (外箱)と3段階

で包装処理することにより､さらに完全な品質

保持が可能です｡

(加工研究室 和田 卓)

人 事 異 動
昇 格 退 職

場 長 山田 信夫

研究主幹 山田 万樹
〝 和田 卓

主 任 伊東 恒次

転 入

管理部長 坪井喜久雄

漁業開発部長
大須賀穂作

利用普及部長
阿井 敬雄

技 師 海野 幸雄
〝 吉川 康夫

船舶管理課

船 員 増田 章

人

で

｡
る

久

正

喜

音

は

佳

良

津

井

仲

川

奈

鴬

福

渡

原

転 出

栽培センター

所 長 阿井 敏夫
漁業高等学園

主 査 酒井稚太郎

技 師 森 訓由

天竜丸船長

鈴木 昭二

富士丸 技 師 小嶋 賢治

" 〝 青木 禎

〝 〝 久保田容正 --･新規

〝 船 員 藤田 浩一 -･-新規

駿 河 丸 技 師 久保山俊幸

〝 〝 加藤 裕之
富士丸より

〝 船 員 井口 昌勝 -･-新規

調査船の動 き
◎雷士丸

代船富士丸竣工引渡し

昭和63年2月25日 (金指造船所)
◎駿河丸

地先観測 昭和63年 1月 6-8日

サバ調査 1月12-13日

〝 1月19-21日

〝 1月26日､29-30日

〝 2月 1-2日_ll-12日

地先観測 2月17-18日

サバ調査 2月19-20日､22-23日

25-26日

本 場 日 誌
(12月)
1日 業務連絡会議,分場長会議 (本場)

4日 富士丸進水式 (金指造船所)

15-16日 漁海況予報会議 (箱根町)

(1月)

6日 全国遠洋鮭漁携通信連合会総会(名舌邑)

8日 管理型調査海域検討会 (東京都)

薬務連絡会議 ･分場長会議 (本場)

14日 農林水産技術会議幹事会 (太場)

18-19日 一都三県サバ漁海況検討会

(千葉水試)

19日 漁業技術担当者会議 (19-20日東京都)

27日 普及員研修会 (27-28日本場)

(2月)

2日 分場長会議 (本場)

3日 業者連絡会議 (本場)

8日 塩カルブライン普及研究会 (東京都)

25日 技術連絡会議 (浜名湖分場)

29日 県栽培漁業推進協議会 (静岡市)

FRP漁船再利用推進委員会

(29日- 3/1東京都)

編 集 後 記
ついこのあいだまでの寒さがうそのように暖

かくlilり､いよいよ本格的な春の訪れとlilりま

した｡今年も恒例の人事異動で､場長を初め大

券の人の動きがあり､4月から新しい陣容でス

ター トすることになりました｡今後とも皆様方

のど期待にそえるよう頑張りますので､引き続

きと愛読をお願いします｡
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